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外国人と医療をつないで 30 年
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News Letter アムダアイミック

多言語電話医療相談 TEL 03-6233-9266   　　　　    医療通訳など事業問合せ TEL 050-3405-0397
月〜金曜日 10:00 〜 16:00 月〜金曜日 9:00 〜 17:00

AMDAIMIC 通信

　私たちの願いは 1991 年の設立以来、ずっと変わってい

ません。日本に住んでいる様々な国の人々が不安なく医療

機関を受診できること。そして、医療機関も日本人の患者

と同じように、外国人患者を不安なく迎え入れられるこ

と。そのために、外国人患者の側には、日本と母国の違い

を理解し日本の医療をスムーズに利用できるよう、多言語

で情報を提供し、医療機関からは外国人医療に伴う種々の

相談を受けてきました。

　30 年にわたって同じことを繰り返してきたわけですが、

この 20 年の間に、誰でもインターネットから情報を得る

ことが容易になりました。それは大きな変化ではあります

が、一人一人の抱える疑問や不安を解きほぐすためには、

母国語でじっくり話を聞くプロセスが不可欠だと考えてい

ます。そのプロセスを経てこそ日本の仕組みを理解し、ス

ムーズに受診する準備が整うと思うからです。

　地味な活動であるがために大きな脚光を浴びることも少

なく、自主事業として小規模な展開にとどまっています

が、私たちの活動を必要としてくれる人々がいる限り継続

していきたいと念じています。

円滑な医療利用のために

平日　　午前 9:15 〜 12:00   　　
　　　　午後 2:00 〜 5:00  
土曜日　午前 9:15 〜午後 1:00  
休診日　水、日、祝日

神奈川県大和市西鶴間 3-5-6-110
http://5884-international-clinic.com TEL 046-263-1380

小田急江の島線鶴間駅徒歩４分

Kobayashi International Clinic
小林国際クリニック
消化器科・外科・小児科

小林國際医院

表紙写真： ミャンマー・ヤンゴン　得度式の喜捨に訪れた女性たち

外科・内科・整形外科・肛

門科・泌尿器科・血液透析

センター・療養病床・回復

期リバビリテーション・訪

問看護ステーション

東京都町田市南町田 2-1-47
http://www.machida-keisen.com/ TEL 042-795-1668

旧町谷原病院PAX INTRANTIBUS
SALUS EXEUNTIBUS

町田慶泉病院
医療法人社団　慶泉会

　AMDA 国際医療情報センターは、みなさまからの会費と寄付により運営

され、外国人と医療をつなぐ活動をしています。会費及び寄付金を募って

います。ぜひ、ご協力お願い致します。（尚、当センターの運営は、AMDA（本

部岡山）とは別会計です）

賛助会員　年会費（１年度は４月１日〜３月 31 日）

団体　１口　20,000 円／個人　１口 6,000 円／学生　１口 2,000 円

ジュニア（中学生以下）　１口 1,000 円

団体、個人会員は半年ずつの分納が可能です。初年度のみ 10 月以降に加

入される場合は、個人は 3,000 円、団体は 10,000 円でご入会いただけます。
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文・鈴木亮子

AMDAIMIC 事務局長

医療相談の現場から

〈協力のお願い〉

ウクライナ語はこちらへ

４月より、ウクライナ語でも対応しています

アムダの多言語 電話医療相談

ウクライナ語
　　水曜日

英語 中国語

日本語

   月〜金曜日   火・木曜日

韓国語
　　  月曜日

スペイン語 ポルトガル語
   　水曜日   　金曜日

タイ語
　　 火曜日

ベトナム語 フィリピン語
 水、金曜日   　月曜日    月〜金曜日

☎ 03-6233-9266  月〜金 10:00 〜 16:00

＊医療相談料、医療通訳
料は無料です。
詳しくは、HP をご覧い
ただくか、事業本部へお
問い合わせください。

アムダ通訳ライン
  問合せ・予約 
050-3405-0397

New

特集

☎ 050-3405-0397（事業本部）  



第 4 回　韓国

韓国の「薬食同源」のおやつ

おやつものがたり

amdaimic スタッフの

香ばしく栄養満点の薬食（ヤクシク）

　新羅時代、旧暦一月十五日、鳥が王さまの命を

救ったことから、毎年この日に烏に感謝して香ば

しいご飯を与えたのが、薬食の始まりと言われる。

　幼い時、お祝いに招かれた母親の帰りを首を長

くして待ち、わくわくしながらお土産の風呂敷き

をほどいた記憶が鮮明にある。

　彩りいろんな餅が入っていて、その中で一番好

きな薬食があると大喜びして食べた。

　私が結婚してからは、子供の誕生日や引っ越し

のお祝い、姑の還暦時など、私が炊飯器で作るよ

うになった。

　ふやかしたもち米に皮むきの栗、干しなつめ、

干しレーズン、松の実、ひまわりの種、シナモン、

黒砂糖と蜂蜜、醤油、ごま油などを全部混ぜて、

差し水しながら蒸し上げる。

　体に良いもの、漢方の材料が沢山入ってる「薬

食同源」のおやつ。今や子供から大人まで好まれ

ている。

　腹持ちも良くて、栄養満点の薬食は忙しい時の

ご飯代わりにも十分である。

　さあ、久しぶりに作り置きしてみよう！

文　ヒョイム 

©sachi

 上：NPO 法人「日越ともいき支援会」の代表者、吉水慈

豊氏（筆者撮影）。日本に住むベトナム人が困っていると

いうことを知って欲しいと、2021 年に NPO 法人にした。

右：ベトナム南部の都市ホーチミン市の町並み。

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機

に
、
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
が
有
事
の
際

に
直
面
す
る
困
難
さ
に
つ
い
て
世
間
の
認
知

度
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て

も
模
索
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、

感
染
状
況
が
落
ち
着
き
社
会
が
平
常
を
取
り

戻
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
機
運

は
そ
が
れ
て
し
ま
い
つ
つ
あ
る
。

　

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
以

下
セ
ン
タ
ー
）
の
電
話
相
談
件
数
は
、
コ
ロ

ナ
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で

は
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
の
医
療
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
考
え
、
世
の

中
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
役
割
の
一
つ
と

と
ら
え
て
い
る
。

 　

近
年
、
セ
ン
タ
ー
に
か
か
っ
て
く
る
電

在留資格から見える課題

相談の背景を知る

社会的背景を知ってこそ

実のある活動につながる

特集

話
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
か
ら
の
相
談
が
増
え
て

い
る
。
今
回
１
９
６
０
年
代
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

人
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
「
日
越
と
も

い
き
支
援
会(

以
下
支
援
会)

」
の
代
表
者
、

吉
水
慈
豊
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。
現
在
、
日

本
に
滞
在
す
る
外
国
人
の
在
留
資
格
の
う
ち

永
住
者
の
次
に
多
い
の
が
技
能
実
習
生
で
あ

る
。
こ
の
技
能
実
習
で
の
滞
在
者
を
国
籍
別

で
見
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
が
最
多
と
な
っ
て
い

る
。
吉
水
氏
が
語
る
、
技
能
実
習
生
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て

の
問
題
の
先
に
は
、
医
療
の
問
題
が
つ
な

が
っ
て
あ
る
の
だ
っ
た
。

　

技
能
実
習
を
途
中
で
辞
め
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
起
る
問
題
が
そ
の
一
つ
だ
。
企
業
で

の
実
習
を
辞
め
る
人
は
毎
年
一
万
人
近
く

い
る
と
い
う
が
、
そ
う
な
る
と
在
留
資
格
の

問
題
や
日
本
の
公
的
保
険
の
対
象
を
外
れ

る
こ
と
に
な
り
が
ち
だ
。
そ
の
た
め
、
彼
ら

が
医
療
を
必
要
と
す
る
状
況
に
な
っ
た
場

合
、
医
療
機
関
の
受
診
を
た
め
ら
う
こ
と
に

な
る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
時
間
が

経
過
し
て
し
ま
う
た
め
、
い
よ
い
よ
助
け
を

求
め
る
と
き
に
は
重
症
化
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
早
め
に
受
診
し
て
い
れ
ば
回
復
も
早

く
医
療
費
も
抑
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
ゆ
え
に
、
悪
循

環
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
元
を
た
ど
れ
ば
、
年

間
決
し
て
少
な
く
な
い
、
技
能
実
習
生
と
い

う
在
留
資
格
を
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち

を
輩
出
し
て
し
ま
う
そ
の
背
景
に
問
題
が
あ

る
こ
と
に
行
き
着
く
。
そ
の
よ
う
な
患
者
を

受
け
入
れ
る
医
療
機
関
も
困
っ
て
い
る
の
だ

が
、
た
だ
で
さ
え
多
忙
な
職
場
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
こ
と
が
人
命
に
か
か
わ
る
だ
け
に

医
療
機
関
か
ら
問
題
提
起
が
さ
れ
る
こ
と
は

稀
で
あ
る
。

　

セ
ン
タ
ー
の
相
談
対
応
の
基
本
は
、
日
本

で
生
活
す
る
外
国
人
に
日
本
の
医
療
制
度
に

新
た
な
課
題
へ
向
け
て

つ
い
て
説
明
し
、
理
解
を
し
て
も
ら
っ
た
上

で
、
円
滑
な
利
用
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
だ

が
そ
れ
は
、
在
留
資
格
が
あ
り
公
的
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

し
か
し
そ
の
前
提
条
件
か
ら
外
れ
て
し
ま
う

人
た
ち
に
つ
い
て
も
、
何
と
か
利
用
で
き
る

公
的
手
段
は
な
い
か
を
で
き
る
限
り
模
索
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
は

な
い
。
今
後
、
社
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
問
題
か
ら
さ
ら
に
平
静
を
取

り
戻
し
て
い
き
、
国
内
外
の
人
び
と
と
の
往

来
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
に
あ
た
り
、
目
を

離
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
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技
能
実
習
生
と
医
療

ヤクシク


